








医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Report

Group

Event

生理学をテーマとしたクイズに国内外の医学生
が英語で挑む「医学生理学クイズ日本大会」の
2022年度大会（PQJ2022）が、2022年 3月
6日に国際医療福祉大学（IUHW）主催のもと、
遠隔方式で開催されます。
医学生理学クイズ日本大会は2016年に初回大
会が行われ、参加者が生理学の面白さに触れ、
人体の奥深さを再確認し、今後の医学の勉強に
役立てることのほか、参加者同士の交流も目的
としています。
東京医科歯科大学主催のもと行われた昨年度大
会では、PQJ史上最多となる50チームがエント
リーし、そのうち31チームは海外からという大
規模かつ国際的な大会となりました。
出題範囲は「生理学メインの基礎医学」であり、
臨床医学からは出題されないため、低学年のあ
なたも対等に戦えます。
上位入賞したチームには、協賛企業からご提供
いただいた教科書等の賞品が贈呈されます。
覚えたての知識を活かし、力試しをしてみたい低
学年のあなたも、臨床医学の前提となる生理学

を復習したい高学年のあなたも、ちょっと自信が
ないけどオブザーバーとして覗いてみたいという
あなたも、ぜひぜひご参加ください！

【イベントの概要】
詳細は大会ホームページ、SNSにてご確認くだ
さい。
日時：2022 年3月6日（日） 
会場：オンライン（Zoom 等を使用予定） 
開催団体：IUHW PQJ2022運営委員会 
代表：卜部 真輝（Masaki Urabe）
後援：日本生理学会 
顧問：岡本 秀彦（国際医療福祉大学 生理学 教
授）
クイズ出場資格：国内外の大学生。学年・性別・
国籍を問わない。２～５名のチーム編成。 
オブザーバー参加資格：大学生以外の方を含め、
誰でも参加可能。
参加費：無料
本大会につきましてご質問等ございましたら、お
気軽に公式Emailまでご連絡ください。

WEB：https://pqj2022iuhw.wixsite.com/my-
site 
Email：pqj2022@gmail.com

医学生理学クイズ日本大会
IUHW PQJ2022運営委員会

社会問題に対して私たち医学生ができること　
一般社団法人 Voice Up Japan IUHW （国際医療福祉大学）支部

こんにちは、私たちはVoice Up Japan IUHW
支部（以下、IUHW支部）です！
私たちは「医療分野を中心に、交差的なアクテ
ィビズムを通して誰もが安心して声を上げられる
ような環境づくりに励み、一人ひとりが尊重され、
誰もが生きやすい社会の実現」を理念としてい
ます。
IUHW支部は2021年4月に設立され、同年11
月時点で医学部医学科の16名で活動しています。

●これまでの活動
設立以来、多くのイベント・講義・調査を実施
してきました。6月の上旬に一般公開で実施した

「LGBTQ+と医療～私たちに何ができるか～」は
そのうちの一つであり、IUHW支部が開催した
最初のイベントでした。ゲストに一般社団法人に
じいろドクターズをお迎えし、医療現場における
LGBTQ+（性的マイノリティ）の現状と、私たち
に何ができるのかを、オンライン形式でディスカ
ッションしました。約30名（主に医療系学生）
が参加し、現場で活動している方々から生の声を
聞くことができる貴重な機会となりました。
また、先生方のご厚意で本学の選択科目の授業
の中でLGBTQ+についての授業をメンバーで実

施しました。LGBTQ+の定義、LGBTQ+の方の
生活面での困難、そして周りがどのような配慮が
できるか、これらのテーマについてディスカッシ
ョンやクイズなどを行い、学生の皆さんにこのコ
ミュニティが直面する問題に関心を持ってもらう
ことを目指しました。たくさんの改善点も浮かび
上がってきましたが、授業後のアンケートで学生
から好評を得て、「この企画を計画してよかった」
と感動しました。

●IUHW支部のこれから
現在、設立当初のメンバーで立てた「LGBTQ+
に関する授業を本格的に医学部カリキュラムで扱
う」という目標達成に向けて、医療プロフェッシ
ョナリズムの授業でLGBTQ+に関するテーマを
取り入れてもらうよう先生に働き掛けています。
これからIUHW支部としては、LGBTQ+に関す
る活動に限らず、人種差別や貧困などといった
他の社会問題と医療の世界の関わりを考え、情
報発信や現状を変えていくことに注力していく
予定です。日本社会に残る、声を上げることに
対するタブーをIUHW支部の私たちが打ち破り、
私たちの活動によって他の人が声を上げたり一歩
を踏み出すきっかけになることを、IUHW支部一

同願っています。

イベントなどのお知らせは随時こちらで発信して
おります。
学生に限らず、ご興味のある方のご参加をお待
ちしております！
Email : voiceupjapan.iuhw@gmail.com
Instagram : @voiceupjapan_iuhw
Twitter : @voiceupjp_iuhw
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※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。

※寄稿：2021年11月
※寄稿者の所属は寄稿時のものです。

昨夏8月16日から30日にかけて、医師のキャリ
アパスを考える医学生の会（以下、医学生の会）
は、医用原子力技術研究振興財団と医学物理
若手の会と共に、「第13回放射線医学オープン
スクール～きいてみよう！ 放射線医学のこと～」
を開催しました。例年では、放射線医学の最先
端の現場見学や、第一線で活躍される先生方
の講義を、医療に関心のある医療系や物理工
学系の学生を対象に実施していました。しかし、
今年は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、

【第Ⅰ部】のオンデマンド配信と【第Ⅱ部】のオ
ンライン・トークイベントのライブ配信の2部構
成にて実施しました。オープンスクール初の試
みとなるオンラインでの企画でしたが、医学生や、
放射線学科・物理学科を専攻する学生を含む
123 名がオンデマンド配信を視聴し、オンライ
ン・トークイベントには45名の方が参加しました。
本稿では、医学生の会がオンデマンド配信にて
発表した動画の概要や、本オープンスクールで
学んだことについて紹介させていただきます。
まず、オンデマンド配信では、量子科学技術研
究開発機構QST病院医長の瀧山博年先生に
よる「放射線医学の最先端を知る～放医研の表
と裏をお見せします～」、医学物理若手の会によ
る「医学物理士の一週間－医学物理士の魅力」、
医学生の会による「医学生からみた放射線医
学　イメージや疑問点」の三つの発表動画を
公開しました。（現在はhttps://antm.or.jp/04_
talent/03.htmlにて一般公開されています。）
瀧山先生の発表動画では、重粒子線を中心と
した放射線治療を用いた最新の治療とその研
究が行われている放射線医学総合研究所の部
署や、勤務されている研究者の方々についてご
紹介いただきました。医学物理若手の会の方々
による発表動画では、医学生にはあまり馴染み
のない医学物理士の方の日常について説明い
ただきました。医学生の会は、「現役医学生に
聞く放射線医学のイメージ・問題点」をテーマ
に、現役医学生 20名を対象に、放射線治療・
診断、大学で行われている放射線医学の授業、

放射線医のキャリアについてどのようなイメージ
を持っているかインタビューをした結果を発表し
ました。また、参加者を飽きさせない工夫として、
医学生の会ではVtuberを用いて、結果をボーカ
ロイドの曲にして一部発表しました。

●授業や実習で放射線への「漠然とした不安感」
解消
インタビューでは、放射線治療・診断科へのイ
メージを、座学と実習の両方を修学済みの学
生グループ（10名）と、座学・実習のどちらか、
または両方とも未修学の学生グループ（10名）
で比較しました。
まず、未修グループの放射線治療に関する回答
は、「よくわからないが、なんとなく被ばくが不安」

「リスクが高い気がする」というネガティブな内
容が多い結果となりました。これは、医療者で
はない一般の方の放射線治療に対するイメージ
に近い印象です。それに対して、既修グループ
は、ポジティブな意見を持つ学生が多かったで
す。「見学した時の患者さんがニコニコしていた」

「手術や薬を使用している治療中の患者さんより
放射線治療を受ける患者さんは負担が軽そうだ
った」など、病院で実際に治療を受ける患者さ
んの様子を見学したことで、ポジティブな印象を
持つきっかけになったと答える学生もいました。
大学の座学授業と実習の両方を受けることで、
治療に関する知識を得られるだけではなく、「よ
くわからないけど、なんとなくリスクが高い気が
する」といった放射線治療に対する漠然とした
不安感も解消されていることがわかりました。

●女性医師の働きやすさ
放射線医のキャリアや働き方に関する質問では、

「QOLが高い」「女性医師でも働きやすい」とい
う回答が寄せられたため、オンライン・トークイ
ベントにて先生方に尋ねてみました。
瀧山先生は「基本的には、休みを取りやすく、
日中業務のみで夜中に呼び出されることはない
ため、性別を問わず働きやすい」とお話しされ
ていました。これについて、モデレーターの若月
優先生も同意見で、「コロナ禍ということもあり、
様々な病院施設がオンラインの読影を積極的に
取り入れる傾向にある。そのため、育児中で長
時間勤務ができない女性医師であっても、子育
てを昼間にして夜中に読影をするという働き方
が可能となっている」とお話しされていました。
また、病院側の利益も大きくなるため放射線科
の設備を大きくしたい医療施設が多い反面で、
放射線を専門とする医師不足がボトルネックとな
っている背景から、放射線専門医の雇用需要は
かなり高いそうです。先生方のお話を聞きなが
ら、家庭と仕事を両立させたいと考える医師に

とっては、性別に関わらず理想的な職場環境だ
と感じました。

●インタビューを通して見えてきた医学生の『理
想とする医師の働き方』
今回のインタビューでは、回答をした学生のほと
んどは、一般的に理想とされている「自分の時
間を持てる」「ワーク・ライフ・バランスが良い職
場で働く」といった職場環境を求めているわけ
ではないということが印象的でした。
また、放射線医師の働き方に関する質問で、放
射線科のキャリアについてネガティブな印象を持
つ学生の多くは、患者さんと話す機会が少ない
ことを欠点として挙げていました。放射線科以
外の科を専攻したい理由に関する質問でも、患
者さんとのコミュニケーションの重要さや、全国
的に症例数の少ない疾患より、身近な健康上
の問題を解決する医師になることを理想としてい
ると話す学生が多くみられました。
近年の医学教育現場では、パソコンの画面を
見続けている医師像の反省から、患者さんや家
族とのコミュニケーションを十分にとることが望
ましいと教育されています。これに伴い、学生側
も患者さんや家族と丁寧に接することができる
医師になりたいと希望する傾向にあることが示
唆される結果となりました。

Report
第13回放射線医学オープンスクール体験記
医師のキャリアパスを考える医学生の会　妹尾優希

医学生の会による「医学生からみた放射線医学　イメージ
や疑問点」発表動画

「第13回放射線医学オープンスクール～きいてみよう！放射
線医学のこと～」イベントポスター
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各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.34

interviewee

宮地 貴士
interviewer

菅野 勇太

1997年東京都北区生まれ。順天
高校卒。
ザンビア共和国のマケニ村で診
療所建設や医学部進学を支援す
る奨学金を運営。大学では公衆
衛生学講座の野村恭子先生の下、
トラック運転手の事故予防をテー
マに論文の執筆や講演会に取り
組む。今春から秋田県横手市にあ
る平鹿総合病院で初期研修予定。

宮地 貴士
（秋田大学６年）

profile
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菅
野
（
以
下
、
菅
）：
宮
地
さ
ん
は
、

「
ザ
ン
ビ
ア
・
ブ
リ
ッ
ジ
」
と
い
う
ザ

ン
ビ
ア
共
和
国
の
無
医
村
に
診
療
所

を
建
設
す
る
企
画
を
立
ち
上
げ
、
数

年
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
よ

ね
。
僕
は
も
と
も
と
国
際
関
係
に
興

味
が
あ
り
、
入
学
以
前
か
ら
お
話
し

し
て
み
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
宮
地
さ
ん
が
講
演
会
を
主
宰

さ
れ
た
際
に
自
分
か
ら
お
声
掛
け
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ま

だ
何
の
経
験
も
な
い
１
年
生
の
僕
を

公
衆
衛
生
に
関
す
る
研
究
に
誘
っ
て

く
だ
さ
っ
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。

宮
地
（
以
下
、
宮
）：
昨
年
、
公
衆

衛
生
学
講
座
の
野
村
恭
子
先
生
の
下

で
、
秋
田
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

の
健
康
問
題
に
起
因
す
る
交
通
事
故

に
関
す
る
研
究
を
始
め
た
の
で
す
が
、

人
手
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
積
極

的
で
、
し
っ
か
り
物
事
を
考
え
る
菅

野
く
ん
が
手
伝
っ
て
く
れ
た
ら
良
い

結
果
を
出
せ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
ま
だ
研
究
に
携
わ
っ
た

経
験
の
な
い
１
年
生
の
客
観
的
な
視

点
が
加
わ
れ
ば
、
意
外
な
ア
イ
デ
ア

が
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思

っ
た
の
で
す
。

菅
：
研
究
テ
ー
マ
は
ど
の
よ
う
に
選

ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
？

宮
：
以
前
か
ら
野
村
先
生
の
も
と
に
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
健
康
に
関
し
て

相
談
が
来
て
お
り
、
そ
の
テ
ー
マ
を

僕
が
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
病

院
実
習
で
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
方
か

ら
病
気
の
話
を
聴
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
し
、
父
と
兄
が
バ
ス
の
運
転
手

を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
僕
自
身
、

関
心
を
持
っ
て
い
る
テ
ー
マ
で
も
あ

り
ま
し
た
。

菅
：
最
初
は
ど
の
よ
う
に
研
究
を
進

め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

宮
：
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
か
ら
始
め
、
事
故
が
起
き
る

経
緯
や
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
介
入

の
方
法
を
探
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
研
究
を
進
め
る
な
か
で
、
デ
ー

タ
を
扱
っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
か
空

回
り
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
以
前

か
ら
知
り
合
い
だ
っ
た
近
所
の
ト
ラ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宮
：
そ
ん
な
菅
野
く
ん
も
、
僕
が
筆

頭
著
者
と
な
る
論
文
を
手
伝
っ
て
く

れ
た
後
、
１
年
生
で
い
き
な
り
筆
頭

著
者
と
な
る
原
著
論
文
を
書
き
ま
し

た
よ
ね
。
と
て
も
す
ご
い
こ
と
で
す
。

菅
：
身
近
に
宮
地
さ
ん
と
い
う
先
輩

が
い
た
の
で
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
授
業
な
ど
と
並
行
し
て
進

め
ら
れ
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
あ
の
時
、
自
分
か
ら
宮
地
さ
ん

に
声
を
掛
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

宮
：
実
は
僕
も
最
初
に
海
外
で
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

全
く
面
識
の
な
い
憧
れ
の
団
体
の
方

に
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
っ
た
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
活

動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
人

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
嬉
し
く
な
い

人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
声
の
掛
け
方
に
工
夫
を
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
興
味
の
あ
る
相
手

に
は
、
ま
ず
好
意
を
伝
え
て
み
る
こ

と
が
肝
心
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

ッ
ク
運
転
手
さ
ん
に
お
話
を
聴
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。

菅
：
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で

し
ょ
う
か
？

宮
：
ザ
ン
ビ
ア
で
の
経
験
か
ら
、
当

事
者
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

を
正
確
に
理
解
し
な
け
れ
ば
、
問
題

解
決
の
過
程
で
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
実
感
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
直
接
お
話
を
聴
く
な
か
で
、

当
初
最
も
大
き
な
課
題
と
考
え
て
い

た
「
不
眠
」
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の

抱
え
る
多
く
の
問
題
の
一
つ
で
し
か

な
く
、
事
故
が
起
こ
る
要
因
を
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
研
究

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

菅
野
く
ん
は
研
究
室
に
参
加
し
て

み
て
、
ど
う
で
し
た
か
？

菅
：
ま
だ
学
生
な
の
に
、
こ
ん
な
に

複
雑
な
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
英
語
の
論

文
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
、

た
だ
た
だ
驚
き
で
し
た
。
必
死
に
つ

い
て
い
く
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
、
少

し
ず
つ
研
究
の
こ
と
を
学
ん
で
い
っ

菅野 勇太（秋田大学２年）

profile

もともと僕は研究にあまり関心がなかったのですが、今回宮地さんに誘っていた
だいたことで、研究を通じて、患者さんが抱えている問題の本質に迫ることがで
きるのだとわかりました。今、研究室という全力を注いで頑張ることができる場
があるのはとてもありがたいですし、やりがいを感じながら、どんどん成果も出
すことができて楽しいです。今後は、先輩の真似をするだけでなく、自分はどう
いう医師になりたいのかということもしっかり考えて活動していきたいです。

※取材：2021年10月
※取材対象者の所属は取材時のものです。
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